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台湾の道教儀礼に見られる「水」
山　田　明　広
The “Water” in Taoist Ritual in Taiwan
YAMADA Akihiro
	 In	Daoist	Rituals	 in	Taiwan,	 there	 are	 some	 rites	 or	 actions	 in	
which	names	contain	“water”	and	in	which	water	 is	really	used.	For	
example,	 there	 are	 rites	 such	 as	 “Inviting	 the	 Water”	 請水	 and	
“Sealing	 the	 Altar	 with	 Charmed	 Water	 敕水禁壇”,	 which	 the 
Orthodox	Unity	正一	Red-head	Daoist	Masters	紅頭道士	perform	as	
part	 of	 the	 Offering	 of	 Praying	 for	 Peace	 祈安醮	 or	 in	 the	 Ritual	
Honoring	the	Northern	Dipper	禮斗法會.
	 “Inviting	the	Water”	 is	a	rite	 in	which	Daoist	priests	purify	the	
altar	by	 inviting	the	Dragon	Deities	of	 the	Five	Directions五方龍神	
and	 spraying	 consecrated	 water	 on	 the	 altar,	 then	 bringing	 the	
water	to	use	 in	the	ritual.	“Sealing	the	Alter	with	Charmed	Water”	
is	 a	 ritual	 in	 which	 the	 Daoist	 priests	 purify	 the	 altar	 with	
talismans	 and	 consecrated	 water,	 inviting	 the	 Four	 Numina	 四靈
（the	Green	Dragon	青龍,	White	Tiger	白虎,	Red	Sparrow	朱雀,	and	
Dark	 Warrior	 玄武）	 to	 protect	 the	 four	 corners	 of	 the	 altar.	 The	
priest	 also	 establishes	 protective	 wards	 in	 the	 five	 directions	 in	
order	to	expel	unclean	pneumas	and	prevent	them	from	invading	the	
inner	and	outer	altars.	Since	the	primary	goal	of	 these	two	rites	 is	
purification,	 the	water	plays	a	key	role	 in	accomplishing	this	result.
	 The	water	used	 in	 such	rituals	 is	not	normal	water,	but	 rather	
the	water	of	the	dragon	deities,	which	Daoist	priests	obtain	by	going	
to	a	source	 in	 the	mountains	or	other	sacred	place	and	performing	
a	specific	ritual	 there.	 In	 this	way,	 the	water	 is	strongly	associated	
with	the	worship	of	dragon	deities.
	 Focusing	on	the	rites	and	actions	 in	which	water	 is	used	 in	the	
Daoist	 rituals	 in	 Taiwan,	 this	 report	 will	 describe	 the	 purpose	 of	
these	 rituals	 and	 how	 they	 are	 performed.	 Moreover,	 through	 an	
analysis	of	the	significance	of	water	 in	these	rites	and	 its	centrality	
to	their	efficacy,	 it	will	consider	the	relationship	between	Taiwanese	
Daoist	ritual	and	the	worship	of	dragon	deities.
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一、はじめに
　台湾道教には、紅頭道士、烏頭道士、禅和派などといった教派1）が存在
し、それぞれ、基本的には、中国大陸における原籍を同じくするエスニッ
クグループが台湾内で居住する地域においてそれぞれその特徴を活かして
活動している。このうち紅頭道士と烏頭道士は、基本的にはともに正一派
系の伙居道士であり、その宗教的職能上、烏頭道士は功徳を中心とする死
者救済儀礼を行うが、紅頭道士は行わないという大きな差異がある2）もの
の、両者ともに行う祈安醮などの生者救済儀礼について見てみると、「発
表3）」や「朝科4）」などその名を共通にする科儀や経懺も少なくない。
 1）	 台湾道教の教派の名称について、近年の台湾の研究者たちは、主に台湾中北部で活
動し、度生のみを行い度死を行わない紅頭道士を「正一派」と称し、主に台湾中南
部で活動し、度生度死のいずれをも行う烏頭道士を「霊宝派」と称しているが、実
際にはいずれも天師道の在家職業道士であり、その意味では両者とも正一派と称す
べきであるにもかかわらず、前者のみを正一派と称するのはやはり不自然であり、
混乱を招き兼ねない。本稿ではこの正一派と霊宝派という呼称は用いず、民間で一
般に使用されている紅頭道士と烏頭道士という呼称を用いることにする。ただし、
謝総輝が呉永猛・謝聡輝合著『台湾民間信仰儀式』（国立空中大学、2005年）、10－13
頁にて表明している紅頭道士を「正一派道法二門道壇」と称し、烏頭道士を「正一
派霊宝道壇」と称する呼称法は有効ではないかと筆者は考える。
 2）	 台湾道教の教派の分類およびその職能と分布については、李豊楙・謝聡輝合著『台
湾斎醮』（国立伝統芸術中心籌備処、2001年）、20－31頁および呉永猛・謝聡輝注 1 前
掲書、10－13頁参照。
 3）	 紅頭道士の「発表科儀」については、謝聡輝「道法二門道壇発表科儀」（呉永猛・謝
聡輝注 1 前掲書、35－53頁）参照。また、烏頭道士の「発表科儀」については、丸山
宏「玉壇発表科儀考」（丸山宏『道教儀礼文書の歴史的研究』、汲古書院、2004年、
249－287頁）参照
 4）	 朝科とは、高位の神々に謁見し、文書や章を上奏するという科儀のこと。六朝以来
の霊宝斎の伝統を継承し、斎醮儀礼の中でも最も中心的な科儀である。紅頭道士は
早朝、午朝、晩朝、宿朝の 4 種類あり、烏頭道士には、早朝、午朝、晩朝の 3 種類
ある。
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　ところで、台湾の道教儀礼には、その名前に「水」を含み、また、実際
に「水」を使用する科儀5）や動作がいくつか存在する。例えば、「噀水」と
いった動作や「敕水禁壇6）」という科儀がそれに当たる。いずれの動作ある
いは科儀においても、その主な目的は「浄化」であり、科儀において使用
される「水」すなわち「浄水」はその目的を達成するための要となる極め
て重要なものとなっている。
　道教儀礼に関する先行研究にはこれまで数多く存在するが、このような
道教儀礼中で使用される「水」については、「水」がもともと汚れを洗い流
すことができるという効能を有しており、「水」＝「浄化」が常識的な観念
となっているためか、管見の及ぶ限り、詳細に議論されているものはほと
んど見られない。
　そこで、本報告では、台湾の道教儀礼の中でも、「水」を用いる科儀や動
作に着目し、それらはいかなる目的の下、いかにして行われるのか紹介す
るとともに、それらにおいて「水」はいかなる意義を持ち、またいかに作
用して儀礼の効能が発生しているのか分析することにより、台湾の道教儀
礼と「水」との関わりについて考察したい。
二、「水」を使用する動作
　台湾の道教儀礼において、「水」は、多くの場面において様々な使われ方
をする。その中でも、最もよく見られるものに、道士による動作の伴った
使用法がある。ここでは、まず、台湾の道教儀礼中に見られる「水」を使
用する動作について、いかなるものがあり、いかなる目的のもと行われる
 5）	 経や懺を読誦するだけでなく、高位の神に拝謁する内容などを含んだやや複雑で難
度の高い儀式のこと。
 6）	「敕水禁壇」については、謝忠良「道教科儀	敕水禁壇的儀式音楽研究」（国立台湾師
範大学音楽学系碩士班音楽学組論文、2000年）に、紅頭道士と烏頭道士の両方のも
のについて詳述されている。また、林振源「閩南客家地区的道教儀式：三朝醮個案」
（『民俗曲芸』158、2007年）、229－331頁も参考となる。
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か見てみたい。
1 ．「水」を使用する基本的な動作
　台湾の道教儀礼中に見られる「水」を使用する動作は多岐に渡るが、そ
のうち最も基本的だと考えられる動作に「浄水を撒く」および「噀水」の
2 つがある。これら 2 種類の動作は、紅頭道士および烏頭道士の両方が共
通して行う動作であり、また、本節以降見ていく「水」を使用する動作や
科儀において「水」が扱われる際には、基本的にはこれらのうちいずれか
の動作が用いられる。ここでは、まず、これら 2 種類の基本的な動作が具
体的にいかなるものであるのか見てみたい。
（1）浄水を撒く
　「浄水を撒く」とは、浄水を入れた水盂（金属製の小型の水入れ）を左手
で指を三台7）の形にして執り、その中に枝のついた柳あるいは老榕樹の葉、
花、手の指などを浸して浄水を付着させ、それを取り出してから付着した
浄水を散布するという動作のこと。浄水を散布するに当たっては、しばし
ば空中に「一心」、「心」、「勅」、「勅令」などと描く動作が伴われる。この
動作は、謝聡輝氏が「灑浄の動作」と表現している8）ように、基本的には
「そそぎ清める」つまり「浄化」の作用を期待して行われる。ただし、大淵
忍爾氏によれば、烏頭道士が行う儀礼において、科儀終了間際などに化紙
呪9）を唱して金紙や文書などを焚化する場合にもこの「浄水を撒く」とい
う動作が行われ、これには「焚化の補助」という作用があるとのことであ
 7）	 左手の中指と薬指を内側に曲げて掌を上にし、後の 3 本の指を伸ばすという手の指
の形。伸ばした方の 3 本の指で水盂などを持つ。大淵忍爾『中国人の宗教儀礼	仏
教・道教・民間信仰』（福武書店、1983年）、217頁および謝忠良注 6 前掲論文、12頁
参照。
 8）	 謝聡輝注 3 前掲論文、41頁において、この動作が「以新鮮老榕樹葉點沾水盂符水作
灑淨動作」と表現されている。
 9）	 大淵忍爾注 7 前掲書、706頁。
台湾の道教儀礼に見られる「水」（山田）
57
る。また、化紙呪が唱される際には概ねこの動作が行われるという10）。
（2）噀水
　「噀水」とは、指を三台の形にして左手で持った水盂中の浄水を口に含
み、ぷっと霧状に吹き出す動作のことである。この動作もまた、基本的に
は浄水を周囲に撒き散らすことによる「浄化」の作用を期待して行われる
ものである。ここで、この「噀水」という動作について、歴史的道教関連
文献中の記載を見てみると、明の道書『法海遺珠』（『道蔵』SN1166）巻二
十に、
念勑水呪曰、天一生水、地六成之。一六既合、五行乃基。吾今噀、蕩
穢逐塵飛。急急如律令。呪畢、噀水浄室。
とあり、このうち、「吾今噀、蕩穢逐塵飛（吾れ今噀して、穢を蕩い塵を逐
い飛ばしめんとす）」とある部分や「呪畢、噀水浄室（呪畢わらば、噀水し
て室を浄む）」とある部分から
も、この「噀水」という動作
は「浄化」の作用を期待して
行われるものであると分かる。
ただし、現在の台湾の道教儀
礼中に見られる「噀水」には、
浄化以外の作用を期待したも
のもあるようである。例えば、
烏頭道士が行う発表科儀の
「遣将」の段階11）において、高
10）	 大淵忍爾注 7 前掲書、261頁。
11）	 烏頭道士が行う発表科儀の構成については、丸山宏注 3 前掲論文、251－258頁参照。
また、この発表科儀の構成のうち「遣将」の段階の具体的な内容については、同256
写真 1：噀水
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功が神々へと送り届ける文書12）が焚火されている前でメッセンジャー役で
ある官将たちに速やかに文書を送り届けるよう命令する内容の文句を述べ、
五雷令牌を用いて「速」の字を空中に記した後に行う「噀水」は、「浄化」
の作用を期待して行われるというよりもむしろ「命令を発する」という作
用を期待して行われているようである。この「噀水」のもう一つの作用と
いうことについて、歴史的道教関連文献中の記載を見てみると、南宋『霊
宝玉鑑』（『道蔵』SN546・547）巻二「斎修節次門」に、
次召四霊君及本法官将、表白宣借地牒。高功誓将、噀水下令掌礼引斎。
とあり、このうち、「噀水下令掌礼引斎（噀水して令を下し礼を掌どり斎を
引かしむ）」とある部分からも、確かに「噀水」は、「浄化」以外に「命令
を発する」ということを期待して行われる場合があるということが分かる
であろう。
　以上、「浄水を撒く」および「噀水」という 2 つの「水」を使用する基本
的な動作についてそえれぞれ具体的にいかなるものであるのか見てみた。
いずれの動作も、基本的には、浄水による「浄化」を期待して行われると
いうことが言えるようであるが、ただ、「浄水を撒く」に関しては、「浄化」
以外に「焚化の補助」という作用があり、また、「噀水」に関しては、「浄
化」以外に「命令を発する」という作用があるようである。
2 、浄物
　続いて、台湾の道教儀礼において「水」を使用する動作のうち、儀式で
－258頁および浅野春二『飛翔天界・道士の技法』（春秋社、2003年）、114頁参照。
12）	 ここでいう文書とは、道教儀礼において神々など崇拝の客体および鬼や亡者の霊な
どの救済の客体に対して発行される表、疏、章、榜、牒、帖、符命などの文書のこ
とを指し、世俗の世界で使われる公文書と同じ形式が取られている。台湾の道教儀
礼において使用される文書については、大淵忍爾注 7 前掲書、211－216頁参照。
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使用する種々の物品を浄水により浄化する動作について見てみたい。台湾
の道教儀礼においては、儀式で使用する物品の浄化は、様々な場面におい
て行われるが、ここでは、香、文書、符、活鶏、家鴨、供物を浄水を用い
て浄化する際、いかにして浄化するのか見てみたい。
（1）香浄
　「浄香」とは、儀式中、手に
持った香、あるいは香炉に差
した香に向かって、浄水を付
着させた柳または老榕樹の枝
つきの葉、あるいは花を用い
て 空 中 に「 一 心 」、「 心 」、
「勅」、「勅令」などと描きなが
ら、つまり前述の「浄水を撒
く」の部分で示した方法によ
り浄水を散布して香を浄化すること。筆者が台湾において現地調査を行っ
てきた経験からすると、この「浄香」の動作は、紅頭道士のみが行い、烏
頭道士は行わないようである。
（2）文書の浄化
　朝科（早朝、午朝、晩朝、宿朝）および進表13）といった大規模な科儀に
おいて、心詞や青詞、玉皇表などの高位の神々に対する文書を宣読した後、
方函に入れる前（紅頭道士）あるいは方函に入れた後（烏頭道士）に浄水
13）	 進表とは、玉皇大帝（祈安醮）あるいは救苦天尊（功徳）に拝謁して玉皇表（祈安
醮）あるいは救苦表（功徳）を呈し、儀礼を行った功徳の円満を告げるとともに、
地域の平安（祈安醮）や死者の救済（功徳）を祈願する科儀のこと。別名を「拝天
公」とも言い、「進表」の名で実施するのは烏頭道士のみであるが、「拝天公」の名
で実施し、玉皇大帝を始めとする三界の神に対して地域の平安などを祈願するもの
は紅頭道士にも見られる。両者の間の実施方法は大きく異なる。
写真 2：文書の浄化
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を付着させた柳または老榕樹の枝つきの葉、あるいは花を用いて方函を浄
化すること。多くの場合、密呪の黙念を伴う。
（3）符・活鶏・家鴨の浄化
　敕符14）や開光15）などにおいて血を採取するために使用される活鶏・家鴨、
および敕符において法力を持たされる符をそれらに向けて噀水することに
より浄化すること。紅頭道士と烏頭道士のいずれもが行う。
（4）供物の浄化
　普度の巡延浄孤や化食16）の
際に孤魂に施す供物を浄水を
付着させた柳または老榕樹の
枝つきの葉、あるいは花を用
いて浄水を散布することによ
り浄化する。巡延浄孤の際の
供物の浄化は、高功ではなく
引班などが行い、また、ただ
歩きながら浄水を散布するの
みで空中に「一心」、「心」、「勅」、「勅令」などと描く動作は伴われない。
化食の際の供物の浄化は、高功が行い、基本的には空中に「一心」、「心」、
「勅」、「勅令」などと描きながら浄水を散布する。紅頭道士と烏頭道士のい
14）	 敕符とは、一定の儀式を経て符に法力を持たせること。紅頭道士が行う敕符謝壇や
烏頭道士が行う祭煞などの科儀において行われる。台湾道教においては、多くの場
合、公鶏と家鴨の血を符に付着させることによりこの敕符を行っているようである。
15）	 神像のような糊紙製品などに魂を吹き込める儀式。筆に鶏の血を付け、さらに太陽
の精気を取り込み、それを対象物に点を打っていく。
16）	 普度科儀およびその構成や意義、効能については、謝聡輝「基隆広遠壇普度科儀与
文検研究」（『民俗与文化Ⅴ・普度文化専刊』、博揚文化、2008年）および楊秀娟『道
教正一派普度法事及其唱腔研究 ― 以朱堃燦道長為対象』（国立台北芸術大学文化
資源学院伝統芸術研究所碩士論文、2007年）参照。
写真 3：普度における供物の浄化
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ずれもが行う。
3 、浄壇
　続いて、台湾の道教儀礼において「水」を使用する動作のうち、儀礼を
行う聖域である道壇を浄化する方法である浄壇について見てみたい。紅頭
道士と烏頭道士とでその方法が異なるため、ここでは紅頭道士と烏頭道士
に分けて見てみたい。
○紅頭道士
　紅頭道士の浄壇法には、一般的な方法である小浄壇と発表科儀において
のみ見られる大浄壇の 2 種類の方法がある。すべての科儀、経懺において
行われるわけではなく、浄壇が行われない科儀、経懺も存在する。
1）一般的な方法（小浄壇）
　科儀卓前にて、延香	→	歩虚	→	三清偈等七字偈	→	七言散花詞を唱し
た後17）、浄水を付着させた柳または老榕樹の枝つきの葉、あるいは花を用い
て空中に「一心」、「心」、「勅」、「勅令」などと描きながら浄水を前後に撒
く。発表、啓請、祝灯延寿、開啓、解結18）などの科儀において行われ、四
つの朝科（早朝、午朝、晩朝、宿朝）や経懺などにおいては行われない。
祝灯延寿、解結などの科儀においては、浄水を撒く際に六符水19）が唱され
る。多くの場合、科儀の冒頭部分にて行われる。
2）大浄壇（発表科儀のみ）
　発表科儀において、まず、上述の小浄壇を行ったのち、道壇の清浄効果
を強め、功曹符使の道壇への来臨および文書伝達過程における聖潔を保証
するため、大浄壇20）が行われる。まず、「水盂符」を水盂中で焚化し水盂中
17）	 発表科儀においては、この間に水盂中で「浄壇符」が焚化される。
18）	 ここに挙げた紅頭道士が行うそれぞれの科儀については、林振源注 6 前掲論文参照。
19）	「六符水」の内容については、呂錘寛『台湾的道教儀式与音楽』（学芸出版社、1994
年）、271－272頁参照。
20）	 紅頭道士の発表科儀における「大浄壇」については、謝総輝注 3 前掲論文、41－42頁
参照。
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の清浄水に法力を持たせた後、九鳳破穢大将軍等の字およびその諱号を水
盂上の空中に描き、目で神光を送る。これを「書水盂」という。次に、 4
字の密呪を唱えながら左手で玉文の手訣を掐じ21）、その後、午方の放文22）を
行い、破穢の命令を発出する。これを「点手詩」といい、これにより九鳳
の破穢の効能が得られる。続いて、指で玉皇訣を点じつつ八卦の方位を踏
み、さらに左手の親指で小指の上を押さえなどして「攝九鳳罡」の手訣の
動作を行い、その後密呪を唱えながら左手で玉文を掐じ、右手は剣訣を按
じて「九鳳罡」を踏む。歩罡23）を終えて後、右手の剣訣を水盂中に放文し、
その後すぐさま五雷令牌に浄水を付けて道壇の巽方に当たる地戸の空中に
符書して、命令を実行する。これを「雷令訣」という。この大浄壇では、
手訣、歩罡、符書の組み合わせにより、九鳳破穢大将軍の破穢の効能を水
盂中の浄水に取り入れることが主眼となっていると言えよう。
○烏頭道士（台南地域）
　烏頭道士の浄壇法には、簡略な方法と一般的な方法および複雑な方法で
ある玉壇行事がある。浄壇の動作は、基本的にはすべての科儀および経懺
に見られる。
1）簡略な方法
　科儀卓前にて、歩虚を唱した後、浄壇呪24）を唱しながら柳または老榕樹
の枝つきの葉、あるいは花、手の指により空中に「一心」などと描きつつ
浄水を前後に撒く。あるいは、科儀卓の周りを廻りながら空中に「一心」
21）	 左手の親指を除く指の腹のふくらみに八卦や九宮を配し、左手の親指の先で触れて
軽く押すことにより、それぞれの干支や方位の力を喚起するもの。「掐訣」などとい
う。
22）	「掐訣」を行った後に、その命令を発出して執行させること。通常、道士が左手を前
方に伸ばして発出させる。
23）	 北斗七星などの形を踏みながら歩むという呪術。多くの場合、呪文の密呪や点指（左
の掌に八卦や十二支を想定し親指で押さえていく呪術的動作）を伴う。駆邪破穢な
どの効果がある。
24）	 浄壇呪の内容については、呂錘寛注19前掲書、263頁参照。
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などと描きつつ周囲に撒く。経懺など道士一人の場合に用いられる。
2）一般的な方法
　科儀卓前にて、歩虚を唱した後、浄天地神呪25）を唱しつつ引班を先頭に
都講、高功、副講、侍香26）の順に一列になって科儀卓の周りを廻りながら、
先頭の引班が柳または老榕樹の枝つきの葉、あるいは花、手の指により空
中に「一心」などと描いて浄水を周囲に撒く。比較的大きな科儀では、引
班が剣を手に持ち、剣を振り回しながら噀水することによって行う。
3）玉壇行事27）
　「玉壇行事」とは、都講が
「水白」を唱している間に、高
功が玉壇行事と呼ばれる複雑
で秘儀性の高い内容の儀礼項
目を行うことで道壇を浄化す
る方法。玉壇発表科儀の冒頭
における浄壇のほか、三朝行
道（早朝、午朝、晩朝）の冒
頭における浄壇および呈表の
際の伏章行事（飛神謁帝）の直前などにおいても行われる。ここでは、玉
壇発表科儀の冒頭において行われる玉壇行事を例として烏頭道士の複雑な
25）	 浄天地神呪の内容については、呂錘寛注19前掲書、232－234頁参照。
26）	 高功、都講、副講、直引、引班、侍香とはそれぞれ儀式における道士の役割を表す
名称。「高功」は、儀式を中心になって行う道士のことで、主要な科儀においては道
長が務めるが、それ以外では必ずしも道長が務めるとは限らない。その他、「都講」
は儀禮全體の調整、「副講」は疏文の管理、「引班」は道士團の先導役および齋主の
世話役、「侍香」は香や燈の管理に當たる。また、儀式を行う際には、役割に應じて
それぞれ立ち位置が決まっており、「高功」は眞ん中に、「都講」はその左隣に、「副
講」は右隣に、「引班」は「都講」の左隣に、「侍香」は「副講」の右隣に立ち儀式
を行う。浅野春二注11前掲書、102－107頁、および呉永猛・謝聡輝注 1 前掲書、10－
11頁参照。
27）	 玉壇行事については、丸山宏注 3 前掲論文および浅野春二注11前掲書115－121頁を参
照とした。
写真 4：浄水符の焚化
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浄壇法である玉壇行事がいかなるものであるのか見てみたい。
　まず、都講の唱する「水白」の内容について見てみると、以下のように
なる。
恭以、粛清宇宙、須憑九鳳祥光、洒浄壇場、必仮五龍神水、所以蕩邪
祛穢、激濁揚清。俾法界以荘厳、使威儀而整粛、先当奉請破穢真官、
解穢官吏、大降祥光、掃除氛穢、化凡境而為仙境、変塵居以作仙居、
……、道衆運心、謹当諷誦。
　続いて、都講が「水白」を唱している間に高功が行う玉壇行事の構造を
示すと以下のようになる。
第一段落：①撥香三清敕　②左転旋　③浄身呪　④三台罡蔵身呪
　　　　　⑤小変身呪
第二段落：⑥焚破穢符　⑦取五方炁　⑧撹耳　⑨踏九鳳罡
第三段落：⑩焚火符　⑪焚水符　⑫取天罡炁　⑬取三光炁
　　　　　⑭艮方噀水
上記のうち、「水」を使用するのは、第三段落の部分となる。すなわち、ま
ず、⑩焚火符で火符を焚化して浄炉に入れ、次に⑪焚水符で浄水符を焚化
して水盂に入れる。これにより、水と火の浄化の力を使って浄壇に資する。
次に⑫取天罡炁および⑬取三光炁でそれぞれ天罡（破軍星）の炁および日
月星の三光の炁を取って水盂に入れ、浄水を完成させ、最後に⑭艮方噀水
で、剣を道壇の艮方（東北方＝鬼門）に向けこの浄水をその方向に噀する。
烏頭道士の複雑な浄壇法である玉壇行事は以上のようになる。
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三、「水」を使用する科儀
1 、請水
　「請水」とは、五方龍神を召
請し浄水を撒くことによって
壇を浄化するとともに、それ
以降儀礼で使用する浄水を壇
にもたらす科儀。本来は儀式
が行われている廟付近の水源
地などへと赴き、そこで五方
龍神を召請し、浄水を汲み、
それを道壇へと持ち帰って浄
水を撒いて壇を浄化するべきであるが、現在は、廟に龍神が祭祀されてい
る場合にはそこへと赴いて行い、そうでない場合は道壇にて行う。紅頭道
士のみが行う科儀。
　まず、この請水という科儀の構造を簡単に示すと以下のようになる。
①	　発炉偈→六符水→諸天上→道由心合28）を唱し、五方龍神を召請す
る。
②　「請水牒」を宣読する。
③	　化財呪を唱しつつ「請水牒」を焚化して水の中へ入れ、浄水を作
成する。
④　（道壇へと戻り）九龍泉を唱す。
⑤　浄水を壇に撒いて浄化する。
⑥　儀式終了、浄水はその後、道壇にて使用する。
28）	 ここで唱される内容については、呂錘寛注19前掲書、271－272頁参照。
写真 5：「請水牒」の宣読
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続いて、この科儀の途中で宣読される「請水牒」の主な内容を示すと以下
のようになる。
水府鱗甲沈潜顕生、各宜粛清、毋得犯戒、山無塵埃之穢、水有清浄之
源、爰（？）界土地龍神、遵依奉行、醮功完満、不昧神庥。須至牒者。
右牒付龍宮琅苑水国晶仙証盟収照。
最後に、この科儀の途中で唱される九龍泉の内容を示すと以下のようにな
る。
九龍泉、在山山河過百川、百川過、九龍上清天、除厭穢、一切普沾恩、
常清常浄大天尊。
以上より、紅頭道士が儀礼において使用する浄水は、基本的には、五方龍
神によってもたらされ、五方龍神は、龍宮琅苑水国晶仙という場所にいる
ことが分かる。
2 、敕水禁壇
　「敕水禁壇」とは、道壇を浄化する専用の科儀で、料儀自体が浄壇法とな
っているいわば大規模な浄壇法とでも言いうる料儀のこと。「敕水」と「禁
壇」とに分かれ、「敕水」は浄水を撒くことによって道壇を浄化し、穢気を
禳うという技法であり、「禁壇」は壇の五方に結界を張ることによって穢気
を侵入させないようにするという技法となっている。紅頭道士と烏頭道士
のいずれもが行うがその方法や構造・内容は異なる。まず、紅頭道士と烏
頭道士の敕水禁壇科儀の構造を並べて示すと以下の表 1 のようになる。
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表 1：紅頭道士と烏頭道士の敕水禁壇科儀の構造29）
紅頭道士の敕水禁壇 烏頭道士の敕水禁壇
段 節　次 段 節　次
Ａ．開始 1 ．出台
2 ．延香
3 ．宣科
Ａ．昇壇 1 ．礼香
Ｂ．敕水 4 ．浄壇 Ｂ．敕水 2 ．噀水
3 ．敕剣令
4 ．敕水・剣
5 ．敕醮官
Ｃ．禁壇 5 ．五方結界 Ｃ．禁壇 6 ．斬命魔
Ｄ．結界 7 ．五方結界
Ｄ．封鬼門 6 ．封鬼門 Ｅ．封鬼門 8 ．封鬼門
Ｅ．退壇 7 ．完科 Ｆ．退壇 9 ．完科
紅頭道士の敕水禁壇科儀と烏頭道士の敕水禁壇科儀のいずれにおいても、
「水」が主に使用されるのは「B. 敕水」の部分となる。そこで、この部分
で行われる内容について、紅頭道士と烏頭道士のものを並べてより具体的
に示すと、次頁の表 2 のようになる。
　表 2 より、紅頭道士の敕水禁壇科儀における「敕水」と烏頭道士の敕水
禁壇科儀における「敕水」は、いずれも、噀水、剣により符を書す、舞剣、
歩罡の組合せで構成されていると言える。また、紅頭道士の敕水の⑪敕剣
および烏頭道士の敕水の⑥噀天地人鬼に類似の呪言が見られるが、その内
容は、以下のようになる。
我水非凡水、五龍真炁之水、吾剣非凡剣、天師斬邪之剣、百煉金剛、
……
これらより、敕水の主要目的は、本来、平凡な水および剣をそれぞれ五龍
29）	 表 1 および表 2 を作成するに当たっては、謝忠良注 6 前掲論文を参照した。
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写真 6：紅頭道士の敕剣 写真 7：烏頭道士の引班舞剣
真炁の水および邪を斬ることのできる天師の剣へと変化させ、その浄水お
よび剣を用いて穢気を禳い壇を浄化し、さらに、四霊（青龍、白虎、朱雀、
表 2：「敕水」部分の内容の比較
紅頭道士の敕水 烏頭道士の敕水
節　次 内　容 節　次 内　容
4 . 浄壇 ①召官将
②召天師北帝
③変天師
④召官将
⑤召四霊
⑥宣四霊牒
⑦剣令
⑧水令
⑨取五方炁
⑩取三光炁
⑪取九曜七星炁
⑫敕剣
⑬敕醮官
2 .噀水 ①引班舞剣
②引班噀水
③高功舞剣
④高功噀水
3 . 敕剣令 ⑤踏辟邪蕩穢罡
⑥噀天地人鬼
⑦水・剣除不祥
4 . 敕水・剣 ⑧東
⑨南
⑩西
⑪北
⑫中
⑬粛清十方
⑭請龍神安鎮
5 . 敕醮官 ⑮浄身
⑯宣破穢牒文
⑰浄壇
⑱跨炭炉
⑲旋繞
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玄武）を召請して壇の四方（紅頭道士）あるいは道士の周囲（烏頭道士）
を護衛させる30）、となる。
四、浄水の入手作成方法
　ここまで、台湾の道教儀礼中に見られる「水」を使用する動作や科儀に
ついて見てきたが、そもそもこういった動作や科儀において使用される「浄
水」はいかにして入手あるいは作成するのであろうか、ここでは、この点
について見てみたい。
①　請水科儀を行う
　まず、前述の請水科儀を行うという方法がある。すなわち、水源地など
の浄水（龍神のもたらした水）を汲み、儀礼を経ることで浄水を聖化させ
ることにより、浄水を入手作成するということである。すでに前述してあ
るように、この科儀は紅頭道士のみが行い、烏頭道士は行わない。
②　発表科儀における作成
　次に、発表科儀の浄壇の部分において浄壇符（紅頭道士）あるいは浄水
符（烏頭道士）を焚化して水盂に入れる、という方法が指摘できる。つま
り、法力を持つ符を水中で焚化させることにより、水を聖化させて、汚穢
を無くすという方法である。ただし、この方法は、比較的規模の小さな発
表科儀における基本的な方法であり、規模の大きな玉壇発表科儀（烏頭道
士）や大発表科儀（紅頭道士）においては、これ以外に次の③で述べる方
法も組み合わせて用いられる。
③　炁を水盂中に取り入れる
　上記以外に、五方、三光（日月星）、九曜七星、天罡（破軍星）などの炁
を水盂中に取り入れるという方法もある。これは、玉壇発表科儀、敕水禁
30）	 烏頭道士の敕水の⑬粛清十方には、「青龍在左、白虎居右、朱雀遵前、玄武擁後」と
ある。
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壇科儀31）などにおいて使用される方法で、これにより、事前に作成してあ
った浄水にさらに法力を増強させ、解穢の助けとすることができると考え
られる。
五、考察
　ここでは、ここまでの議論を踏まえて、台湾の道教儀礼における「水」
の効能や作用についていくつか考察してみたい。
　まず、紅頭道士の敕水禁壇科儀（『靈寶正壹敕水禁壇玄科』）の冒頭に、
　九鳳罡風能破穢、散花林、五龍法水滌妖氛、……
　とあり、烏頭道士の玉壇発表科儀の水白に、
　粛清宇宙、須憑九鳳祥光、洒浄壇場、必仮五龍神水、所以蕩邪祛穢、
激濁揚清。
とあることより、浄壇には、九鳳の（歩罡などの）破穢の力と五龍の法水
の洗い流す力との両方が主に利用されるということが分かる。
　次に、紅頭道士の啓請科儀（『靈寶正壹清晨啓請科儀』）の浄壇の後に、
以今奉道、清晨開啓之初、切慮人物往來、有諸不潔、交雜壇場、難格
高真。先伸遍洒五龍法水、滌蕩妖氛、然後奏迎高真。
とあることより、儀式を行うに当たって、神々を請来してくるに際し、人々
31）	 例えば、前述の敕水禁壇科儀の内容を述べた表 2 の紅頭道士の部分⑨取五方炁に、
「並降五方真炁、入我水中、助今解穢」とある。
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が行きかって不潔なものが道壇に存在していては神々が来臨するのに不都
合であるため、五龍法水により浄壇を行う、ということが分かる。
　また、紅頭道士の敕水禁壇科儀の⑨取五方炁の部分に、
吾今上清東方青帝青龍君、南方赤帝赤龍君、西方白帝白龍君、北方黒
帝黒龍君、中央黄帝黄龍君。
とあることより、五龍あるいは五方龍神とは、東南西北中央の五方の龍神
であり、その色は、東―青、南―赤、西―白、北―黒、中央―黄となり、
五行思想に基づいている32）ということが分かる。
六、結論
　以上、台湾の道教儀礼で使用される「水」について、その使用方法や入
手作成方法、および効能・作用について考察してきた。考察を通して、台
湾の道教儀礼で使用される「水」には、
・多くの場合、「浄化」や「滌穢」といった効能を期待して「浄化」のた
めに使用される。
・地獄などを象徴させるための道具として使用される場合もある。
といった使用方法が見られ、また、浄化作用を期待した「浄水」として使
用される場合、
・「浄水」だけでなく、炁を取り入れる、符を焚化する、密呪の黙念や
呪言の唱念、さらには手訣や玉文などを組み合わせて、浄化の法力を
増強させる場合がある。
・多くの場合、水府に住む五方龍神がもたらしたものとされており、龍
32）	 四霊の青龍と五方龍神の青龍との関係について、四霊の青龍は、五方龍神の代表で
あるとされる。䔥進銘「連接根源、重建秩序及対於土地的懺謝：台湾道教「奠土」
儀式的「土地観」及其現代意涵」（『真理大学人文学報』、2007年）、25頁、注14参照。
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神信仰と結びついていると考えられる
・必ずしも五方龍神がもたらしたものではない。
といったことが言える。さらに、「浄化」の方法に注目すると、
・五龍浄水による汚穢をすすぎ祓う作用を用いる方法と九鳳の破穢の力
を用いる方法、あるいは、その両方を組み合わせて用いる方法がある。
ということが判明した。
　本稿では、台湾の道教儀礼で使用される「水」の背後に存在すると考え
られる五方龍神に対する信仰そのものや安龍奠土科儀（廟や家の新築・改
築後に行われる地鎮の儀式）に現れる五方龍神との関係性、さらには歴史
的側面からの考察というものがほとんどできなかった。これらの点につい
ては、また、稿を改めて考察したい。
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資料 1
三天醮のプログラム
時間
台北県中和市明徳宮丁亥年祈安植
福三朝清醮（事例 A：紅頭道士	－
基隆・李戊己道長主持）
新竹市長和・水仙宮甲申年慶成祈安
三朝清醮（事例 D：烏頭道士－台南
市・陳栄盛道長主持）
前日 晩 安龍奠土 火醮（ 1 日）、起鼓（晩）
第一日
午前
起鼓、大発表、啓請、請水、安灶、
三官経、北斗経、星辰懺、午供
玉壇発表、啓白、揚旗、朝天宝懺一・
二巻、午供
午後 三元宝懺（上・中・下）
祭煞、朝天宝懺三巻、慶土告符五土
神灯、慶土酌献、押送宅虎、朝天宝
懺四巻
晩 解結、祝灯延寿 朝天宝懺五巻、分灯捲簾鳴金戛玉
第二日
午前 早朝科儀、午朝科儀
早朝道場（道場進茶）、朝天宝懺六・
七巻、午供
午後 七星過橋、晩朝科儀 朝天宝懺八～十巻、放水灯
晩 開啓、敕水禁壇 啓師聖、敕水禁壇、宿啓
第三日
午前 拝天公、宿朝科儀、洪文夾讃 重白、玉枢経、北斗経、進表、午供
午後 犒軍賞将、普度
三官経、三官宝懺（上・中・下）、三
界萬霊聖灯、正醮
晩 敕符謝壇 普度、謝壇
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資料 2
五天醮のプログラム
時間
台北県蘆洲市丁丑年慶成祈安五朝
清醮※1（事例Ｃ：紅頭道士－基隆・
李游坤道長主持）
台南県佳里鎮震興宮癸未科護国慶成
祈安五朝清醮（事例B：烏頭道士－台
南市・陳栄盛道長主持）
前日 晩 謝土、火部、起鼓、玉壇発表
第一日
午前
起鼓、安龍送虎、発表、封山禁水、
啓請、請水、安灶、三官経、北斗経
啓白、揚旗、安灶、朝天宝懺一・二
巻、午供
午後
星辰懺、三元宝懺（上・中・下）、
灶君宝懺、福徳経
朝天宝懺三・四・五巻
晩 解結、祝灯延寿 朝天宝懺六巻、分灯捲簾鳴金戛玉
第二日
午前
早朝科儀、玉皇経（上・中・下）、
安龍経、午供
早朝道場（道場進茶）、朝天宝懺七・
八巻、午供
午後
紫微懺、安龍懺、東斗経、南斗経、
西斗経、北斗経、中斗経
外壇献供、朝天宝懺九巻
晩 放蓮花灯、開啓、敕水禁壇 啓師聖、敕水禁壇、宿啓
第三日
午前 重白、洪文夾讃、午朝科儀 啓師聖、早朝科儀、朝天宝懺十巻
午後 観音経、普度（小） 啓師聖、午朝科儀
晩 朝天宝懺一～三巻 啓師聖、晩朝科儀
第四日
午前 墾留、朝天宝懺四～七巻 重白、玉枢経、進表、午供
午後 朝天宝懺八巻、晩朝科儀 北斗経、三官経、放水灯、正醮
晩 放水灯、朝天宝懺九～十巻、聖母経 三官宝懺（上・中・下）、三界萬霊聖灯
第五日
午前 拝天公、午供 玉皇経（啓闕・二品・三品・四品）、午供
午後 犒軍賞将、普度（大）
玉皇経交経補謝五品、巡筵淨土、普
度（大）
晩 宿朝科儀、敕符謝壇 正醮、謝壇
※	1　李豊楙・謝聡輝合著『台湾斎醮』（国立伝統芸術中心籌備処、2001年）、79頁より拔粹。
